
（別紙３）

～ 令和８年　２月　１７日

（対象者数） 1１人 （回答者数） １１人

～ 令和８年　２月　１９日

（対象者数） 11人 （回答者数） 1０人

＜学習・認知発達＞

 

　支援計画の内容をさらに具体化し、子ども一人ひとり

の理解や発達に合わせた支援の質を高めていきます。

＜生活習慣・社会性の育成＞

 

　活動の記録や観察をもとに、個々の成長に合わせた支

援計画をさらに具体化していきます。

＜社会性・コミュニケーション＞

 

　外出や読み聞かせの内容をより計画的に工夫し、子ど

も一人ひとりの社会性やコミュニケーションの力をさら

に伸ばせるようにしていきます。

＜活動環境の見直し＞

 

活動の目的に合わせて必要な物を精選し、落ち着いて取

り組める環境を整えてまいります。

また、定期的に環境を振り返り、職員間で共有しながら

継続的な改善に努めてまいります。

＜感情のコントロール＞

　成功した関わり方を積極的に振り返り、共通理解を図

り支援の質の向上につなげてまいります。

また、子どもたちが自ら気持ちを整える力を身につけら

れるよう、定期的にソーシャルスキルトレーニングを計

画し取り組んでまいります。

＜非常時対応・避難訓練の周知について＞

•非常時対応マニュアルを見直し、おたより等で保護者

の皆さまにも分かりやすい形で共有いたします。

○事業所名 はなえみ学舎　あみこ（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間 令和８年　２月１２日

さらに充実を図るための取組等

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和８年　２月　１８日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和８年　２月　２０日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

1

＜学習・認知発達＞

　子どもの発達や理解のペースに合わせ、成長の進み方

が近い子どもたちを一緒に支援しています。子どもたち

が安心して取り組める環境を整え、一人ひとりの学びや

成長を大切にしています。

＜学習・認知発達＞

 • 

課題に取り組みやすい方法や教材を工夫しています。（

運筆のプリントやひらがな、カタカナ、漢字のプリント

、算数セットを準備するなど） • 

成長の段階に合わせて、できることを少しずつ増やし、

成功体験を積み重ねられるようサポートしています。

2

＜生活習慣・社会性の育成＞

　子ども一人ひとりの特性や発達に合わせた支援を行い

、基本的な生活習慣や身辺自立のサポートを丁寧に行っ

ています。子どもたちが安心して過ごせる環境づくりや

、気持ちに寄り添いながら自信や意欲を育てる支援を大

切にしています。

＜生活習慣・社会性の育成＞

 • 

日常生活の中で、着替えや来所後の準備（ジャンパーを

かける、ランドセルをカゴに入れる、手を洗う）、トイ

レなどの身辺自立を一つずつサポートしています。

 • 

活動の流れがわかるようにイラストや写真を用いて伝え

たり、カレンダーに活動内容を書いたりして、子どもが

見通しを持てるよう工夫しています。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

3

＜社会性・コミュニケーション＞

　子どもたちが安心して人との関わりを体験できる環境

を大切にしています。社会のルールや相手の気持ちを理

解する力を育てることを重視し、日常の活動や遊びの中

で自然に学べるよう支援しています。

＜社会性・コミュニケーション＞

 • 

長期休みには地域の施設に出かけ、公共施設でのルール

やマナーを学ぶ機会を設けています。

 • 

保育士や指導員による絵本の読み聞かせを通して、ふわ

ふわ言葉や社会性を楽しく学べる場を作っています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

1

＜活動環境の見直し＞

　子どもたちが安心して過ごせるよう環境を整えること

を大切にしておりますが、子どもたちの好きな物を準備

しすぎてしまうことがあります。その結果、活動の目的

が見えにくくなったり、集中しづらくなったりする場面

が見られます。

＜活動環境の見直し＞

•子どもたちに安心感を持ってほしいという思いから、興

味のある物を多く取り入れてきたことが要因の一つです

。

•一人ひとりへの配慮を重視する中で、環境の整理や取捨

選択が十分でなかった点もあると考えております。

2

＜感情のコントロール＞

　気持ちの切り替えを大切にしながら支援を行っており

、1年前と比べると子どもたちの姿にも成長が見られます

。しかしながら、より効果的な関わり方や支援方法があ

ったのではないかと感じる場面もあります。

＜感情のコントロール＞

•子ども一人ひとりの特性やその日の状況に応じた対応を

重ねてきましたが、支援方法が職員ごとに異なることが

ありました。

•気持ちの切り替えを促す場面で、その子にとってより分

かりやすい手立てや環境設定を十分に検討しきれていな

かった可能性があります。

3

＜非常時対応・避難訓練の周知について＞

　毎月、避難訓練（安全確認の活動）を実施しておりま

すが、非常時対応マニュアルの内容を保護者の皆さまに

十分に共有できていなかった点があります。そのため、

実際に非常事態が起きた際の具体的な対応について、十

分にイメージしていただけていなかった可能性がありま

す。

＜非常時対応・避難訓練の周知について＞

・非常時対応マニュアルを事業所内での運用にとどめて

いたため、保護者の皆さまに公開・説明する機会が十分

に設けられていませんでした。

•非常時対応について、事業所内の取り組みとして完結し

てしまっていたこともありました。

事業所における自己評価総括表公表


